
廿日市市権利擁護支援地域連携ネットワーク ニュースレター〈№6〉 
 

権利擁護支援地域連携ネットワーク ニュースレター 
 

 

 

 

 

 

  

◇ 第二回中核機関体制整備・機能強化研修でパネルディスカッションを行いました ◇ 
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令和 7年9月 10日、広島県および広島県社会福

祉協議会の主催により、「令和 7年度 第 2回 中核

機関体制整備・機能強化研修」が開催されました。 

本研修では、廿日市市権利擁護支援地域連携ネ

ットワーク推進会議の水中委員長、湯浅副委員長、

吉本委員、中核機関の実施主体である廿日市市お

よび廿日市市社会福祉協議会がパネリストとして登

壇し、パネルディスカッションを行いました。 

ディスカッションのテーマは「司法と福祉の連携で

支える成年後見制度のこれから」とし、県立広島大学

の手島先生をコーディネーターに迎えて意見交換が

行われました。 

各委員からは、それぞれの専門職における専門性や強みについてご紹介いただいたほか、司法と

福祉の連携により成果を上げた事例も共有されました。また、中核機関の立ち上げ経緯や現在の運

営状況についての報告もあり、協議体の重要性について改めて認識を深める機会となりました。 

当日は県内の市町および市町社会福祉協議会から多数の参加があり、多くの質問が寄せられ、

活発な質疑応答の時間となりました。 

研修終了後には、「中核機関を委託されている社会福祉協議会として、今後の運営に活かすヒン

トを得られた」「専門職との連携に対する心理的ハードルが下がった」などの感想が寄せられ、司法と

福祉のより実効的な連携に向けた理解と意欲が高まった様子がうかがえました。 
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【参加者の声】 

〇ロールプレイやキーワードの引き出し方など、演習を通して学ぶこと

ができ、活動する際は活かしたい。 

〇松谷先生が「相手を理解する自分」「自分の感情を出す自分」「第

三者の視点の自分」の３つを意識して対応している話が参考になり、

今後の支援で活用したい。 

◇ 市民後見人候補者フォローアップ研修を実施中です ◇ 

◇ 市民後見人候補者の活動インタビュー◇ 

令和６年度の養成研修で、市民後見人

候補者として登録いただいた方々のフォロ

ーアップを目的に開催しました。 

今回の研修では、養成研修で学んだ対

人援助技法を振り返りながら、実際の場面

で活かす力を学びました。前半は対人援助

のポイントを整理し、後半は２人１組でロー

ルプレイを行いました。 

今後もフォローアップ研修を継続的に行

い、市民後見人候補者の資質向上とモチベ

ーション維持につなげていきます。 

                 ～開催要項～ 

【日程】令和７年９月２４日(水)１０：００～１２：００ 

【場所】山崎本社みんなのあいプラザ ２階健康指導室 

【参加者】市民後見人候補者 ６人 

社会福祉協議会   ９人 

【内容】 

講義：対人援助の基本(応用編) 

講師：まつたに社会福祉事務所  

認定社会福祉士 松谷 恵子 氏 

〇研修後には昼食懇談会を開催しました。 

和やかな雰囲気で、市民後見人同士が情報共有や意見交換を

することができました。 

 

市民後見人候補者として登録いただいた方々の中には、福祉サービス利用援助事業「かけはし」の

生活支援員としてすでに活動をはじめられている人がいらっしゃいます。今回は、そのうちのお一人、

和田きく江様にお話を伺いました。 

Q：活動を始めてどれくらいになり

ますか？ 

A：7月から始めて、現在 4か 

月目です。2週間に一度のペー

スで訪問しています。 

Q：活動前と後で、イメージに変化

はありましたか？ 

A：始める前は、金銭管理の責任

が重く不安でした。でも、実際

にはコミュニケーションも大切

で、社協に相談できる安心感も

あり、気持ちが楽になりました。 

Q：活動をしていて良かったこと

は？ 

A：利用者の方に「ありがとう」と

言われたことです。役に立てた

実感があり、とても嬉しかった

です。 

Q：今後の活動へ向けて一言！ 

A：活動を通じて学びが多く、自

分の成長にもつながっていま

す。これからも無理せず、前向

きに続けていきたいです。 

↑ロールプレイの様子 


